
物性論における一連の問題

有 山 兼 孝

物性論における一連の問題

ここに掲載するのは,有山先生が名古屋大学を退官なさる際,名大理学部物理学教室で1968年

3月15日に行われた最終議義の記録である｡長くテープに録音されたままであったが,最近勝木

渥氏の御努力で文章におこされたものである｡有山先生は名大退官後,長く名古屋市立女子短期

大学の学長をしておられたが,この11月でこのお仕事からも退官されることになった｡この有山

先生の二度目のご退官を記念する意味をこめて,また勝木氏による "物性研究史''の連載とも関

連して,ここに掲載することにした｡ 掲載をお許し下さった有山先生並びに勝木氏に深い感謝の

意を表したい｡なお,話された言葉通りでは,読みにくい所があったので,講演の零囲気をそこな

わない程度に若干の加筆訂正を行った｡末尾に付された誌は勝木氏によるものである｡

(編 集 部)

私は,昭和 17年 4月からこちら-参 りまして,丁度 26年になるわけであります｡

その間いろいろの事があったわけでありまして,私は,ここに私 としての情熱をっぎ込

むことができたと思ってお ります ｡ そ ういうことができる場所を,言わば天が提供 して

くれたということは,私にとって大変幸福な事であったと思ってお ります｡ またその

間,教室の方々,或いは理学部の方々,いろいろと一緒になってやっていただきました

ことを,非常に感謝 してお ります｡また今日この催 しをして下さいますことも,私にと

っては忘れられない思い出の一つになること間違いございません｡

あんまり時間を使わずに,なるべく内容に入 りたいと思 うんでございますけれど,こ

ういうお話というのは,私は,実はどなたか先輩のされるのを開いた事が一度 もありま

せんので,何をお話 ししていいのかよく分 りませんOただ非常にたまたま,とても引合

いに出すには面映ゆい限 りの話ですけれども,Hilbertの最終講義というのを,私は全

く偶然にも聞きましたOそれは,1933年の6月だったと思いますOそれはただ,その

ゼメスターの最後の講義でHilbertがこれでもってもう退職するんだという,普通のカ

リキュラムにある講義の最終の時間であったというだけのことであります｡別段格別の
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こともない,普通の通 りの講義をされました｡最終講義とも何 とも出てお りませんでし

たが,ただこれが最後の時間なんだということをみんなで話 し合って,感銘深く聞きま

した｡ そういうことがあるだけで,前例を私存 じませんので,どういうことをお話しし

たらいいのか分 りません｡ ただ考えてみます と,折角 ｢私の｣ ということがありますの

で,私としての個性を発揮させていただいて,個性のなるべく出ているようなものでや

らせていただくのも一つのや り方かと思いまして,勝手なことを考えて,まあ心の用意

をして参 りました｡

それで,割に何でもお話ししやすいようにというので,一応の演題 としてこの ｢物性

論における一連の問題｣ という題をつけさしていただきましたoその一連 というのは何

だか抽象的で分 りかねますけれども,それは私 という人間を貫いて考えられる物性論の

諸問題 というような意味のことと解 していただければ宜 しいわけだと思います｡とに角

今日はそういう意味で,私の今日まで特別の関心をもってきました物性論のいろいろな

問題につきまして,いわば回想と反省 というようなことを試みさせていただきたいと思

ってお ります｡

私が,特別な関心を持ちました最初の問題は,ごく具体的な言い方を致 しますと,金

属の電気的ならびに磁気的性質についてのConsistent理論の形成 ということでありま

した｡どうしてそ ういうことになったか,少しばか りいきさつをお話 し申しあげてみた

いと思います｡

私が,大学を卒業いたしましたのは丁度今からきっかり40年昔の, 1928年であり

ました｡その頃は,1924-5年頃から量子力学が出てきて,だんだんとこうしっか り

してきたわけであります1)が,大学の講義ではまだ量子力学 という字さえも講義の題 目

の中には現われてお りませんでした｡まあ辛 うじて講義の内の一部に,講義の表の中で

量子論という字だけが出てお りました｡それから先生方の中ではまだ,盛んに量子論,

量子力学の論文がでるけれども,それは海の物 とも山の物とも分らない,もう少し見定

めてから勉強に取 りかか りたい,そういう意見の方もおられましたし,それから,何で

もいいからともかく首を突っ込んで一生懸命勉強 してみようという,そういう先生方も

おられました｡まだ,はっきりした見定めは決っていなくて,定説的な考えは出ていな

かったようであります｡教科書のようなものも,別段大してありません｡ごく簡単な紹

介,即早わか りといった類の簡単な本 しかありませんでした｡で,どうしても,勉強す
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るには本式にオリジナルな論文を片っ端から読むという他なかったようでありましたが

私もこの量子力学というのを勉強したいと思いました｡

その軒は,近代物理の一つというわけでありましょうけれども,もっとクラシカルな

物理の方が大変幅を利かしておりました｡例えば流体力学,音響学などが大きな一分野

を形成 してお りまして,そういうことに取 り組んでいる先輩が多数あったわけです｡で

すが非常にたまたまですけれども,私は,3年,卒業試験のために宿題を出して下さい

ということを,田丸先生という先生にお願いに行きました｡田丸先生は解析力学の講義

をやって下さっていたので,結局独楽の問題を出して下さったんですけれども,先生は

｢ぼくの所なんかに来るよりも,スペクトルとか原子とか,そっちの大事なことを勉強

したがいい,そっちの先生に問題を出してもらうんなら出してもらいなさい｣と,そう

言われたので,私は一寸驚いたのです｡田丸先生は,クラシカルな物理の一分野の代表的

なような方で,流体力学とか音響学とかやっておられ,格別その方面のことをappreciate

しておられたとは気付かなかったのですけれども,その先生がそういうことを言われる｡

他の先生方に相談してみても,量子力学を勉強 しなくちゃならないだろうとしきりに言

われます｡私もそれ じゃあ勉強 してみようか,という気持ちで大学院に入ったわけです｡

で,入 りましたけれども,別段何かテーマを下さいとかあげましょうとかっていう,

そういうような時代ではありません｡ただ自分で勉強してるというのが主な仕事であり

ました｡後に聞きますと,京都でも朝永先生とか,湯川先生とか,似たような環境に置

かれておられたように伺いました｡積極的に自分でもって勉強するというのが,大学院

でのその頃の一般的な空気であったようであります｡

~ともかくそこで勉強していたんですけれども,丁度一年たった時に,その 1928年

の冬に,S｡mm｡rf｡ldが来まして三回程講義を致 しました㌘ 何かS｡1｡｡t｡dProblems

onwaveMechanicsandTheoryofElectrons という演題 の講義をしまして,これ

で,量子力学に対する親近感が初めて植えつけられたわけであります｡ただもう論文,

雑誌を見ているだけで,何か借 りものの勉強しているみたいな気が随分していたわけで

すけれども,実際に大先輩がそういうものをいろいろと話 して聞かせる,実地にやって

おられる方が話 して聞かせるという事で,大変な親近感を覚えました｡

次に,翌年の夏,1929年の夏にHeisenbergとDiracとが一緒になって日本に参 りま

して,丁度一週間,午前中3時間づっの講義をいたしました03)その時,通訳を仁科先
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生がされまして,大変見事な,よくあれだけすぐ通訳ができると思うほど立派な通訳を

されまして,内容を非常によく分らせていただきました｡

その前にその勉強会があったわけです｡講演会が9月の初めでしたけれども,多分 4

月 くらいから,それに備えて,Heisenbergの論文とDiracの論文とを理研と東大とで,

それからそこを取 り巻 く若い人達で一緒になって,謄写版で刷って,配 り合ってですね,

たしか一週間に-ペん位だったと思いましたが,論文を片っ端から次々と当番を決めて

読み合って準備する｡それが大変勉強になったわけですけれど,その二人の先生方の講

演を伺いまして,或いは準備の勉強をしてみまして,私は二つの事を考えたわけです｡

ひとつはDirac流の,relativisticな quantum mechanicsの講演でしたし,その準

備をしたわけですけれども,どうもその当時の私の勉強ぶ りからみますというと,大変

に言いにくいことなんですけど,どうもDiracの論文というのは,自分に似たことが真

似ができそうな気がしたわけなんです｡私はその頃大分数学的な素養を持っておりまし

て,こんな事なら,若いけれど自分でも真似できなくもないんじゃないか,こりゃ面白

そうだと,そのいう気が致しました｡

もう一つ,Heisenbergの方の講演ですが,これはやはり今のHeise血erg-Pauliです

ね,それを含めてありましたし,それから不確定性関係,- リウムその他多電子系の話

とか,Conductionの話にFerromagnetism の話とあったわけで,いろんな話があったわ

けです｡そのConductionの話とFerromagnetismの話とは,それぞれとしては大変立派

に聞けたわけなんです｡しかし同じような物質について,二つ,全く別法でしか扱って

ない｡これは何だか大変不満足な話だ｡これを一つに融合するような理論体系というも

のが出来なくちゃならないはずだ｡それを一生懸命考えてですね｡何とかそういうこと

を誰かやってないかと聞きもしたり,捜しもしましたけれど,どこにもそれが出ており

ませんし,そういうことが始まりそうな様子も見えておりませんでした｡

実はその春頃から,これもやはり田丸先生のお薦めでしたけれども,できたばかりの

東京工業大学の助手になったのです｡大学院にいるのと大差なく勉強できるから,行っ

たらいいじゃないか,行けばまたそこの環境から何か新しい問題,物理の人間のやるべ

き問題が必ず出てくるものだろうと思う｡やってみたが面白いと思うと,先生がお薦め

下さったんで,やってみる気になりまして行ったわけです｡

そしたら,そこにはちようど木下正雄先生という方がおられました｡この先生はその
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工業大学が出来たので日本に帰って来られたのですが,オランダでLeidenのKeesomの

所でdeHaasと一緒に低温物理の実験をしておられまして,その方からしょっ中,低温

物理の話を聞かされました｡そうしているうちに超伝導というものは大変面白いなとい

う事を,私は,その頃頭に刻み込まれたわけです｡そんなことがあったりしたもんでチ

から,そのHeisenbergの講演を聞いて,そういうことをやっぱり考えなくちゃいけない

んだろうという気がしてお りました｡

他方またマグネに関して,もう少し広く金属物理に関して,日本では金研で本多先生

はじめ多くの方によって実験事実がいろいろと集められて大きな成果があげられている

にもかかわらず,理論面というのは全く何にもされていない｡

日本になじみのない方面を勉強するのは物理の進歩のセンターから,その頃ヨーロッ

パでしたから,そこから遠 く離れている日本では大変やりにくそうである｡あんまり日

進月歩ではや りにくそうである｡少しゆっくりやってもあんまり遅れを取らないという

ような分野でやった方が今としては適当なんじゃなかろうか,そのようなことも考えた

りしました｡DiracとかHeisenbergのQuantum electrdynamicsというような方面に興

味を感 じましたけれども,やはり,何かそういう金属物理関係 のことを考えてみたいと

いう気持が強まって参 りました｡

そうしている間にも,実際にやっていることは,ただごくわずか出版されました教科

書と,それから毎週毎週どんどん,どんどん到着する雑誌,その頃zeits.f.Physikが一

番先端的でしたけれど,それからAnn.d.Physik,それからPr∝｡Roy.Soc.,その三つ

をまあ首っ引きみたいに,絶えず,ガムシャラに,読んで計算を当ってみる,間違いな

いという事をcheckLたり,考え方を頭に入れたりして,分らない事が随分積み重なっ

て行きましたけれど｡

その頃は縦の行動半径,横の行動半径とでもいうものが大変狭くて,友人間,或いは

先生,先輩というような行動半径が大変狭いもんですから,今と違って世間が狭い,学

問的世間が狭いわけです｡で,Discussionの範囲というのは大変狭かったわけですけれ

ども,そういうことにも苦しみながらも,とに角そういう事をやっておりました｡

そうしているうちに,どうも日本にいても始まらないみたいな気がする, ドイ ツ の

Heisenbergの所-行って勉強させてもらいたいという気持が強まって参 りましたO先生

方に伺いますと,それは大変いいことだから大いに薦めると励まして下さったもんで,
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行 く気になりまして,1933年に ドイツ-行きました｡その頃出ておりました金属電子

論は,Lorentz-Drudeの金属電子論的な理論と,それから山 1geVin,Weissなどのマグネ

の理論で,それが別々だったわけですけれど,それが,その頃になってHeisent光rgの所

でやられた.しかしそのHeisenbergの所でも別々の形の論文になってV･る,そういうよ

うな事を何とかしたいという気持が強くって,Heisenbergの所に行こうと思いました｡

けれども,その前にもう少し手近な所からと思いまして,Born,Nor血eim の居 りまし

たGb'ttingenに行ったわけです｡あいにくナチが横行しだして,ユダヤ人である先生方

が非常に多かったものですから,大部分の優秀な物理の研究者方は国外に逃れたり,何

か様子が分らなくなってきたりしてお りました04)
さいわいNor曲eimはつかまえることができまして,しばらくNor曲eimの所で金属電

子論の勉強を致 しまして,一価金属とかBismuthのことなんかをいろいろとDiscussion

など致 しました｡ それからNordheim が国外に行 くと言 うもんですから,その秋から

Heisenbergの所に移 りました｡ 私の大体のプログラムでは,Iセisenberg の所-行った

ら,最初はそういう金属電子論的なことをや りたい,しかし後にはIieisenl)ergのもっと

本領の方の本式の場面の方に,できたらそっちに入って行きたい｡で最後には, de

Bloglieの所-行って勉強 したい,その間時々コペンハーゲンに行って広い視野を養い

たいと,そんな気持でいたわけです｡しかし,だんだんやっているうちに,ドイツ語一

つ,身につけるのも大変だ,フランス語はなおさら大変そうだと,そういう気が起って

フランスはもうカットすることに決心致しました｡大体 ドイツで終始して,夏休みのよ

うな時にコペンハーゲンに行くという気になってやっておりました｡

それでHeisenbergにいろいろ話をしている所-,丁度shubin-Vonsovskyの論文が出

ました. これはlieisenbergのFerromagnetismusのモデ′レの少し一般化を扱った論文で

したけれども,それにちょっと量子力学的に間違ったことがありましたので,それを正

しながらやってみることに致 しました｡ それは結局はIieisenbergモデルの拡張だったわ

けですoHeisentxrgのモデルでは,原子の所に1個の電子が局在していて,そして交換

エネルギーが強磁性に決定的な条件になると強磁性が出現するというわけです.それを

拡張しまして,各原子にくっっいているのが電子 1個でなくて,2個の場合もありうる｡

o個の場合もありうるということを考える,それだけの拡張です｡それから方法としま

してはBlochのSpinwaveの方法にならいまして,第 2量子化の方法を使って計算 しま
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した｡そうすると結果は,勿論Heisenberg-Blochの拡張になってお ります｡なおそう

いうFerromagnetismusの面の他に,もう一つconductionに関係 したこととしては,今

新 しく入れましたそういうZweier,ドイツ語で言えばzweierとL'6cherの移動 という

ことが,chargeのcarrierとしての役割を果す｡ そういう段階の所まで出たわけであ

ります｡それにっきましては面白がってくれる人が多く,その後,丁度 行 き ま した

Cope血agenでもBohrも,それから特にBlochが大変面白がってくれたんです｡ みん

なこれは面白いから何とかもっと先をやったらと,励ましてくれたんですけれども,そ

の後間もなく,Slaterの1936年の強磁性の理論の論文がPhys.Rev.に発表されまし

て,これの方が考えなくちゃならないものはともかくも一応計算に入れてありまして,

ずっと,どっちかと言えば,分り良くそう面倒なことをやらずに出てきます｡で,そっ

ちの方が余っ塩受けがいいように思われまして,私のはそれき り埋 もれてしまいまし

た｡

ところが,その後もさっき申しましたVonsovsky,この人はそういう事に大変興味を

つないでいて,後年になってもまだ考えているようであります｡そして,もう10年 く

らい前になるかと思いますけれど,S-dinteractionというのが言われるようになりま

した｡これはZenerあるいはVonsovskyもそんな事を一寸言ったようですが,それから

ここにいました芳田杢 さん,糟谷 さんなどが,そのS-dinteractionをとりあげまして,

いろんなまだ不満足であった所を補って,理論に発展させて行ってお ります｡遷移金属

の場合,或いは稀土類の場合などに,非常に効果を発揮しているようなことが出されて

お ります｡そういうS-dinteractionというようなことは,その頃考えれば考えても悪

くなかったはずなんですけれども,大変不明のことながら,それに考え及びませんでし

た｡

私のや りましたのは,まだ整数論的な性格のものだったわけです｡あのHeisenberg

の強磁性の理論に似たものなのですから,そういう整数論的な性格になっておりますが

それにVan Vleckとか,或いは昔,wolfという人がおりましたが, そ ういう人が使

った統計的性格をもち込んでやるというようにすれば,もっと実際に近いものが出てく

るんだろうと思います｡

それからも一つは,conductionとして,ただcarrierの性格が取 り出されたというだ

けでなくて,それに本式の輸送論的な量子論的な取 り扱いを適用 してやれば,もっと本
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式のことが出るんだろうと思います｡しかし,計算がひどく込み入 りますので,仲々そ

れ-手出しする勇気がおこりかねるという面がありまして,大体棚上げになってお りま

す｡

1936年に私は,日本に帰って参 りまして,仁科研究室に移 りました｡仁科研究室で

いろんな事を考えたり,やった り致 しました｡そこではよく御存知のように,朝永さん

とか小林稔さん,或いは玉木英彦さんなどと毎日一日中一緒にお りまして,随分めいめ

い勝手放題な夢をえがいて話し合ったりなんかしておりました｡ 私も随分勝手放題な夢

をえがいたわけであります｡そうした,夢の中から,大体二つの系統のものが,私にと

っては出て参 りました｡

一つは,できるだけ完全なオーソドックスなや り方で金属的な物質についての総合的

な理論を形成したいということでありました｡その最初っからのそれの貫徹を願ったわ

けであります｡ところがこれは仲々難しいことで,今日でもほんとうにうまくできたか

どうか分 りませんけれども,そういう事を何 とかして少しでも前進させたい,そういう

気持ちでした｡その中には超伝導というような事も当然含まれるべきものとして考えて

いたわけです｡ところが勿論,仲々うまく参 りません｡で,ただ少しばかり,最も完全

なというのではなくて,一部完全で,大部分不完全というような取 りあげ方にしかなり

かねないわけでした｡超伝導に関係 しましても,その頃いろんなことを考えておりまし

た｡たまたまその頃の文理大,今の教育大に,荒木源太郎さんという方がおられました｡

分子のことをしきりに計算 しておられたわけですが,よく別刷なんかを下さったり,請

ししたりしておりました｡分子の場合のことから考えて,こういう結晶体,或いは金属

の場合にも,magneticinteraction というものが,何か効果を引き起こすかも知れ な

い｡それは全く分らないのでありましたけれども,そんな事を考えてお りました矢先に

丁度,ミュンヘンのWelkerという人がやはりそういう事を考えた論文をZeitschrift*)

に発表致しました㌔) ところがそれは全 く定性的な取 りあげ方で,そういうことの可能

性があるのではないかというS喝geStionのような論文であったわけです｡私はそれに勢

を得まして,suggestionだけでなくて,考えてお りましたHeisenberg或いはBlochとか

Hartreeとかそういう考え方に準じたようなことをして,定性的ながらせめてorderだ

けでも出すようなことができないか,という計算をやってみました｡やってみました所

が,はっきりしたわけではありませんでしたけれども,negativeではないという事に
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なりました｡その頃は,positiveなら勿論結構なんですけれども,negativeにはなら

ないというだけでも,大変力を得たようなことがよくあったわけです｡それで力を得る

には得たわけですけれども,それを更に定量化するという事が,手の下しようがない実

情にありましたために,これもまた,それきりのことになってしまいました｡ それか

ら,結晶の中での電子と格子振動とのinteractionが相当に問題になるのではないかと,

私も考えておりまして,一価金属について,それを試したこともありましたけれども,

それをもっともっと掘り下げてやるべきだったと,後になれば反省致します｡その時は

途中迄で,まあ一応の所で,それきりにしてしまいました｡

そういう,できるだけ完全な総合的な理論の方向のことを一つには考えたわけであり

ますが,もう一つには,もっと手近な,出来なくはないという風な問題を考えたわけで

あります｡それは何かと言いますと,周期律の表を見ておりますと,すぐに思いあたる

ことですが,いろいろの意味でもって興味のあるいくつかの代表的な,一応金属的な物

質を選び出しまして,それらの電子構造を適宜の近似法でもって求めるということであ

りますO適宜というと,一寸何かを押し込めるわけなんですけれどもO何年か前に共立

出版から ｢物性物理学｣という講座が出まして,その中に ｢特に興味ある物質｣という

2冊が出ましたが,それの昔版とでもいうようなこと,いろんな意味で興味のある,い

くつかの代表的な物質,それについての電子構造を適宜の近似法で求める｡ その近似度

というのは,勿論,伝導的な性質と磁性とを充分理解させるようなものでなくてはなら

ない,そして,その得られた結果で一般的なものと特殊的なものとを選別しまして,そ

れで各物質の個性を理解できるようにしたいものだと｡その際,対象とする物質の中に

はできる限りは超伝導も含めて調べたい｡そういう超伝導を理解できるためにはどこま

で近似度を高めなければならないか,そういうことも追いつめて行 くことができれば面

白いことだ｡そういう少し欲深いことを考えながらやったわけであります｡

実際問題と致しましては,二価金属から始めました｡二価金属全体について考えてい

く,それから三価について｡そして,その中,特に水銀につきましては,液体金属でも

ありますし,超伝導物質でもあるので,できるだけうんと詳しく調べたい,これは結局

できませんでしたけれど｡

それから三価の所ではアルミニウムについて,これは超伝導物質なので,できるだけ

詳しく調べたい｡ ｢できるだけ詳しく｣というのは,全く原始的なんですけれども,お
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よそ 1943年頃,こちらに参ってからですけれども,手動式の計算機でHartree-field

を求めるという,その段階から計算 していこうと,大変勇猛,勇敢なと言えば勇敢なプ

ランだったわけですが,そういう数値計算をこつこつ始めようとしたわけです｡勿論明

らかなようにとてもとても,大変なことで,やれないということが非常によく分って,

これもやめてしまいました｡

二価,三価のうち二価金属群につきましては,まあ満足すべき結果が得られたつもり

でお りました｡

それから,四価につきましてはいろんなものが目につくわけですけれども,とも角一

番代表的なものとしまして,グラファイトー カーボン,グラファイト,原子価結晶或い

は半金属と近年言われてお りますけれど,グラファイトについて調べる｡ で,これがで

きれば更にシリコン,ゲルマニウム,ジルコニウムなんかについてもや りたいという気

持はもってお りました｡ - いろいろな恒数表を見ますと大変きわだった数値が出てお

りますo (Landolt-Bb'ructeinその他の表 )-そういうものをできるだけ解析するとい

うことによって,いろんな事が分るだろうと思ったんですけれども,そっちの方はただ

計画だけでいるうちに,Si,Geは,御承知のように,戦後アメリカで怒涛のような勢

いで沢山研究がされまして,やっても仕様がないので,やらなかったのです｡グラファイ

トだけや りました｡

それから,関連 して四価をまん中にして両方にまたがった,三価と五価の化合物結晶

の代表 と致しまして,Boron-Ni恒 de, これは大変面白いと思ったわけです｡その先に

はIndium-Antimonということも考えたわけですけれども,これまた考えてるだけのう

ちによそでや られました｡で,BoronrNitrideだけはや りました｡

それから,五価のものとして,半金属のビスマス｡これは理論的に考え,それから研

究室にいました方で実験的にやってくれた人もあります｡で,ビスマスについてや りま

した｡

そんなことをして,とにかく近似的なものでしかありませんけれども,それの一般的

並びに特殊的性格を一応理解させるという結論が得られたといっていいと思います｡で,

とにかくグラファイトとか,Boron-Nitrideとか,ビスマスなどという,金属と半導体 と

の両方にまたがる性格をもった興味深い物質の一般的性格と特殊的性格がどういうとこ

ろから出てくるかというような事を見たわけであります｡
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これらはまあ,ごく卑近な方の事で,本当の完全な総合的な理論 というものがいつま

でたっても出来なければ,せめてこれだけでもやっていくということで気安めになるだ

ろうと,そういう,まあ副業のような気持でやってお りましたO本業の方も,難 しい方

の完全な理論というのは,一向前進いたしません｡私自身としては,大したこともほと

んどやれずに過ぎたようなわけであります｡

ただ私自身はやれませんでしたが,私がよくいろんな所で何 と言いますか,そういう

事は面白い問題である,やるべきだというような事を,いろいろお話 ししてお りました

ので,それを受入れて取 りかかってやって下さった方々が,研究室の中にも方々の大学

にもおられまして,いろいろと進めて行って下さって幸いだったと思ってお ります｡

なお,大変奇縁を感 じることは,さっき申しました三価と五価 との化合物にっきまし

ては,超伝導の所で名前を出しました,ドイツのWelkerがやはり,私より少し早かっ

たようですが,同じようなことを考えて,もっと本格的にどしどしや りまして,大変成

果を生み出しました｡Welkerはシーメンスだかに移 りまして,そこで益々さかんに研

究 してお ります｡Welkerとは全く偶然ながら,似たようなことを二度 も考えたんだな

あということを奇遇 と思ってお ります｡

結局そんなようなことで,だんだん年をとって行 くばかりで,私自身はいわゆる馬齢

を加えるというばかりの事で,恥 じ入ることも随分多かったわけであります｡しかしさ

いわいに,いろいろとinteractされたかたがたが,あちらこちらの大学で私が考えてし

なくちゃならないと思ったことを,深 く掘 り下げて,や り上げて下さってお ります｡そ

ういう事を考えますと,私が自分でもってこつこつやるよりは,多分幾十倍もの能率で

もって,多くの方々が進めて行って下さっているんだなと思いまして,私 自身は,たと

え今,今月限 りでここを退官いたしましても,私にとってはこの上 もない,いわゆる心

の安らぎというものを感 じさせていただけてお りますO

それから,実は5-6年前からの事でありますけれども,私は液体金属の物性論,そ

れからまた,アントラセンというような有機物の結晶から始まって生物物性の方に向った

問題に,特別な関心を深めて参 りました｡これは実は,ずうっと昔から取 り組みたく考

えながら,どうしてもいろんな行きがかりから足が洗えませんで,いわゆる普通の物性

論 しかやれないでお りました｡せめて最後にはその辺の所に取 り組みたいなと思いなが

らも,ほとんどやることが出来ませんでした｡しか し,今後 もしもまだ能力が続き,
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やれる場面があったら,そういうような方をできるだけやってみたいなと思ってお りま

す｡

それからまた,先ほど坂田先生からお話がありましたように,お恥かしいみたいなこ

とですけれども,私は昔からBohrのComplementarityに,非常な感激をもってお りま

して,本当言えば今も最後に申しましたようなことで,生物物性と言いますか,或いは

生物物理 と言いますか,そういう方に自分で飛び込んで行きたいなということを,実は

もう何十年も前から考えてお りました｡ ドイツから帰って間もなくの頃,そういう事を

考えたこともありましたけれども,一面勇気に欠けており,もう一面何だか物性の方,

普通の物性をやらなくちゃならないというような事も大変感 じていたわけです｡

その頃,普通の物性をやられていると分っている方が実に少 くて,私が理研にお りま

した頃は,さき頃まで物性研の所長だった武藤さんと私とたった2人だけだったわけで

す｡武藤さんは理研で石田研究室の助手をしておられました｡

確か,昭和 12年の秋からだったと思います｡金研の本多先生の所で,数年間マグネの

研究会 というのをやられたことがありました.6)ぉ弟子さん方は御前講演 とあだ名をつ

けてお りましたが,その頃,確か本多先生は東北大学総長になっておられ,お忙 しくて

研究室に余 り出入 りできなくて,いろんな方々が何やってるか,どうやってるか,とい

うような事を聞く時間があんまりない｡で,せめて年に-ぺんはやっている事を聞かせ

てもらいたいという御希望で,秋に,始めは一日だけでしたが,だんだん日数がふえて

二日か三日になったのです｡たまたま,私も誘われまして,武藤さんと私とがそこ-参

加いたしまして,いろいろと具体的な問題を聞かされました｡その頃から本多先生のま

わ りを取 り巻 く物理の,金属物理の実験家の方,或いは茅先生などとも直接いろんなお

話 しして,具体的にその辺の問題を私は身近に感 じるようになったわけであります｡

それで,こういうことをどうしてもどこかで誰かやらなくちゃいけないように思いま

して,行きがか り上やらなくちゃというようなことで,や り出したわけであります｡

それで,生物物理のようなことについては,やらなくちゃいけないと思いながらもや

れずにお りました所 ,ずうっと後になりまして,いろんな方々が,そういうことに非常

に関心を深めてこられました｡勿論昔は地に足のついたことではなく,ただもうガムシ

ャラに空漠として,そ ういうことをやってみたら面白そうだという程度のものでした｡

近年になりましてからは,ずっと地に足のついた,本当の学問としての生物物理がだん
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だん発展致 しまして,特にこの名古屋では分子生物学の研究施設とか,物理教室の中の

生物ブロックというようなものがでてきまして,そこで有能な方々がやっておられます

ので,私なんかがうろうろする何十倍かの成果をあげておられる事だと,これまた私,

大変喜びに堪えなく思ってお ります｡

そ ういうような生体につきまして,生命のない物質同様に普通の物理化学の概念が適

用され理解することができるようになるということは,今ではずっと昔Bohrが予想 し

てお りました程度 を超えてその先までも可能であるかのように,だんだん見えて来つつ

あります｡しかし,本当にそうなのかどうか,その生命というものを理解するには,や

っぱり結局は,量子論を超えた所で新しい概念を導入 しまして,それについての一貫し

た体系をつくるということが必要になるのではないかな,という風にも思われ,私には

どうもそういう考えが捨てきれません｡そういうことはいつまでも疑問として残 してお

くべきなんではないか,少くともある程度迄は疑問として残しておかないと間違える危

険があるのだろうと思ってお ります｡

そういう新 しい一貫した体系というのは,物理,化学を極限の場合 として含んでいる

はずです｡また,生物というものに特有な,大変に長い時間をかけるという,所謂,磨

史というような概念がその中の本質的な部分になるであろうと考えられるわけです｡よ

く私達の身辺に起 ります知覚だとか機能というような概念,これもそういう体系の中に

含まれることになるだろうかと考えられますo私にとりましては,そういう生命という

ものに関連 した新しい概念が導入された場合には,そこで物理の画期的な発展がまた行

われるんだろう,という風に思われます｡

昨年春に,Heisenbergが日本に二度目に参 りました時に,帰 ります直前,お別れの

席で言ってお りましたけれども,世界の文化史の中に,いろいろな方面で黄金時代とい

うものがあらわれた｡文化史の黄金時代がギリシャ時代の哲学における黄金時代,それ

からルネッサンスの頃の美術,それからまたおよそ 150年前 ぐらいかですか,ドイツの

周 りを取 り巻いた音楽,そういうものに黄金時代があった｡ところがその後 1900年代

になって,物理に黄金時代があらわれる｡そして,今もまあ,黄金時代が続いていると

みるのでしょうか｡その黄金時代の始まりにHeisenbergがいろんな方 と-一緒に仕事を

することができたのは,非常に幸福であったということを言っておられましたが,やは

り私もその黄金時代の麟尾に付 したようなことをしながら,この26年間 を送ることが
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できたということは,大変幸福だったと思います｡

この物理教室は,原子核,物性ばかりでなくて,宇宙物理 とか生物物理 もあわせて研

究 ･教育を進めていくということになっているわけですが,そういう事は学問的必然性

がそうさせたわけですけれども,丁度その26年前の教室のことを考えますと,全 く隔

世の感があるわけです｡教室のこと,その頃の学会のいろいろなレベ/レの事を考えます

と,全 く隔世の感があるわけです｡それと同じように,今日から26年後 という時 を考

えますというと,おそらく今から26年前と隔世の感がある以上に,もっともっと大変

な隔世の感が生まれるのであろうと思ってお ります｡ますます盛んな新 しい物理の黄金

時代になってゆくわけでしょうけれども,物理教室の健全な発展が,ず うっと続いて行

くことを,私は願って止まない次第であります｡

なお,数年前物性論の曲り角説というものが,出て来たことがあり,物性論の将来性

とかいうような事が懸念されたような時 もありました｡しかし,その後のことを見てみ

ましても,いろんな分野において全 く同様だろうと思いますが,丁度何て言いますか,

流体力学的に言えば,或いは電気,電磁気の考えでもいいんですが,Sourceですね ｡

湧き口っていうんですか,湧き口みたいなものがある｡何かここはもうclassicalな 分

野であると思われるようなものの中にも湧き口があって,そこの中から新 しい概念に対

応するものが次々と湧いて出るというような分野もありますし,そういうものがもう潤

渇 してしまって,何にも湧いて出て来ないような分野もあるんじゃないかと思います｡

物性論の方は,その頃から今日までの発展の様子を見ますというと,その湧き口がやっ

ぱ りあるんだO将来いつ頃になったらなくなるか分 りませんけれども,今の所は湧き口

があると見ざるを得ない｡そこから新 しい概念が入って参 りまして,それらによってそ

の分野の発展が続けられているんだと思います｡そういう湧き口というのは,あるclose

した範囲の学問の体系の中に別の所から入って来るわけでありますけれども,全く外か

ら入ってくる場合もありましょうし,その中から湧き出してくるというような場合もあ

るんだと思います｡そういう新しい概念が入ってくるということが,その分野の発展を

引き起しているんで,その新 しい概念の導入がなくなったということは,発展が本質的

rt/Cは止まったという事になるのかも知れないoそのようなことが,大変強 く私には感 じ

られるのでありますが,この物理教室が,絶えずそういうような,外からも中からも,

湧き口を持ち続けて,物理教室としても,物理学 としても発展してゆくことを,私は心
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からお願いしまして,私の最後の言葉と致したいと思います｡

く長く続 く拍手>

註

1)量子力学形成の項については,有山 "科学史研究"No.21(1952年 2月) ｢量子

論 50年の回顧 (1)物性論｣に詳しい｡
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ない｡このH.&D.の講演は武藤俊之助にも大きな影響を与えたらしい｡ 武藤 :

『物性』 14No.1(1973年 1月) 1-8,小林正一 :『日大文理自然 科学研紀
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二夫 ･山田英二,司会 :水田洋 )で,かなり詳しく述べられている｡
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Phys.Z.39(1938),920.

日.Welker:SupraleitungandmagnetischeAustauschwechselwirkung.

Z.Phys.114(1939),525.
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有山兼孝

6) ｢磁気研究会｣は昭和 11年秋から発足している｡金研に残っている ｢磁気研究会

記録｣のノー トによると,茅誠司,仁科存の発議ではじまったらしい｡本多の存職

25年記念の意味もあったようである｡有山は第 1面から参加しており,第 2面の

昭和 12年秋には有山,武藤も講演している｡ なお,本多が東北大総長になったの

は昭和6年 6月であり,昭和 15年5月末迄3期 9年間その職にあった｡
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